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【動機】

私たちの住む諏訪地域では、黒曜石が多く採れ、縄文人の活動の跡として学校や家の近くでも見
つけることができる。天然の黒曜石は有限であるため、人工的に黒曜石をつくり、医療現場やオ
イル吸着材などの産業、市の考古館での体験学習等に役立てたいと考え、研究を始めた。

【方法】

天然の黒曜石は流紋岩の周辺で採れるので、まず流紋岩を粉末状にし、電気マッフル炉で1150℃
（炉の限界温度）で溶かし、冷やした。融点降下剤としてほう射と炭酸水素ナトリウム、着色料
として酸化鉄を用いて検証を始めた。諏訪産の黒色が強いものを目指して、配合比率等を検証し
た。

【結果】

融点降下剤を用いないとガラス質にならないことから、降下剤は必要であり、炭酸水素ナトリウ
ムは鉄の酸化（色が茶色化する）を防ぐ役割もあることが分かった。着色については、酸化鉄よ
り鉄を用いた方が、より黒色になることが分かった。二酸化マンガンを加えると、さらに黒色化
が進んだ。炭素粉末は黒色化には効果がなかった。

【まとめ】

諏訪産の黒色が強い人工黒曜石をつくるには、流紋岩粉末：炭酸水素ナトリウム：ほう砂：鉄：
二酸化マンガン＝16：16：8：2：1がベストである。また黒色にするためには酸化鉄より鉄を用
いた方が良いこと、炭酸水素ナトリウムの還元剤的な働き、二酸化マンガンが黒色化に役立つこ
とは、ネットには無かった発見であった。

【展望】

鉄、二酸化マンガンという、黒曜石の中に実際にある物質（実際には酸化鉄、酸化マンガン）の
もとを使って人工黒曜石をつくることができたこと自体、大変嬉しいことであった。見た目の割
れ方も貝殻状の模様が出ていて、天然のものに近かった。今後、入れ物を研究して大型化を図っ



たり、石器としての切れ具合を試したりしたい。
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